
2019

社会福祉法人清豊福祉会
育ちゆく子どもの輝きを…その翼にのせて広報

No.191

 先月の子どもたち

笑顔がほっこり
　　　いい気持ち 5 月号
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真
っ
青
な
空
に
悠
々
と
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
。

　
こ
ど
も
の
日
は
、
な
ぜ
か
気
持
ち
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き

ま
す
よ
ね
。
特
に
今
年
は
九
連
休
！
嬉
し
い
よ
う
な
…
そ

う
で
な
い
よ
う
な
…
生
活
リ
ズ
ム
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
し

な
が
ら
、
新
し
い
環
境
で
溜
っ
た

疲
れ
を
と
る
良
い
機
会
で
す
。
保

護
者
の
皆
様
も
、
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
楽
し

い
家
族
の
思
い
出
を
作
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
五
月

七
日
は
、
元
気
な
顔
を
見
せ
て
く

だ
さ
い
ね
。
　

濵
田
千
秋
（
保
育
教
諭
）

本
を
読
み
聞
か
せ
る
こ
と
が

好
き
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
、

た
く
さ
ん
の
本
に
触
れ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
楽
し
く
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

一
歳
と
四
歳
の
娘
が
い
ま

す
。
二
人
の
お
喋
り
に
圧
倒

さ
れ
る
日
々
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
に
お
い
し
い

給
食
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

盛
満
み
ど
り
（
栄
養
士
）

　
　
　
　
中
ノ
上
美
紗
（
保
育
教
諭
）

最
近
、
体
力
の
大
切
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
休
み
の
日
は
、

温
泉
巡
り
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
た
り
、
バ
レ
ー
や
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
で
体
を
動
か
し
た

り
、
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

 

屋
根
よ
り
高
い八

十
八
夜

　
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
南
九
州
市

頴
娃
町
で
は
、
茶
摘
み
の
最
盛
期

を
む
か
え
て
い
ま
す
。
町
全
体
が

お
茶
の
爽
や
か
な
香
り
に
包
ま

れ
、一
面
、緑
の
風
景
が
目
に
入
っ

て
き
ま
す
。

　
こ
の
日
に
摘
ん
だ
お
茶
を
飲
む

と
、
一
年
間
、
健
康
に
過
ご
せ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
以
上
、
主
幹
　
下
窪
）

　こども園便り　御所・風の子こども園
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健
康
だ
よ
り

給
食
だ
よ
り

（
以
上
、
栄
養
士
　
盛
満
）

朝ご飯の効果

頭が目覚める
集中力や作業能力、学習能力、

日中の記憶力が高まるといわ

れています。

体が目覚める
食べ物が消化、吸収されてエネ

ルギーになるほか、体温の上昇

や五感が刺激されたりします。

うんちがしたくなる
食べ物が消化、吸収されてエネ

ルギーになるほか、体温の上昇

や五感が刺激されたりします。

そら豆の綿は何のため？
若い実を寒さや乾燥から
守るためにあります。そ
ら豆のベッドのようです。

先日実施した、生活状況調査アンケートにご協力頂き、あ
りがとうございました。（回収率 86%）

「朝ご飯は、毎日食べますか？」の質問結果は、右記の通
りとなりました。

　不規則になると、体内リズムが安定せず、朝からぼーっとしたり、肥満の傾向が
出てきたりします。急がず、ゆっくり方向づけましょう。　　　　　

朝ご飯の時間

昼ご飯の時間

夜ご飯の時間寝る時間

起きる時間

生活リズム「５つの定点」を大切にして健康な体作り‼︎

（
以
上
、
看
護
師
　
兼
廣
）

セバストガチョウ号　5月号2



　親子遠足 in
　　　　　錦江湾公園
　晴天に恵まれ、最高の遠足となりました。最高気温は 26℃という中、こん
がりと焼けた肌のお友だちもちらほら…。子どもたちの元気いっぱいに春を楽
しむ姿をお楽しみください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報グループ）

休みを合わせて家族で弁当を食べるこ
とがなかなか出来なかったので、楽し
そうに昼ご飯を食べていて、本当によ
かったです。　　（うさぎ　女児）

「ママ来て〜」とアスレチッ
クにどんどん登っていく姿に
頼もしくなったなと成長を感
じました。　 （こあら　男児）

昨年はもじもじして出来なかったお
やつ交換も、いろんなお友だちと出
来て、嬉しそうでした。
　　　　　　　　　（しゃち　女児）
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　親子遠足 in
　　　　　錦江湾公園
　晴天に恵まれ、最高の遠足となりました。最高気温は 26℃という中、こん
がりと焼けた肌のお友だちもちらほら…。子どもたちの元気いっぱいに春を楽
しむ姿をお楽しみください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報グループ）

暑い中、父との参加でしたが、親子で
楽しく参加出来ました。　　　　　　 
　　　　　　　　　 （りす　 女児）

とっても楽しかったようで、帰っ
てからも「すっごく楽しかったね」
とよくお話してくれました。　　
　　　　　（くじら　男児）

家族もいて、お友だちとお弁当を食べれ
て、とても嬉しそうでした。
　　　　　　　　　　　（いるか　女児）
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言
葉
で
育
つ

　
私
が
中
学
二
年
生
の
家
庭
訪
問
の
と
き
、
次
の
友
だ
ち
の
家
ま
で
担
任

の
先
生
を
案
内
し
て
い
る
道
す
が
ら
「
今
日
、お
母
さ
ん
に
お
会
い
し
て
、

ど
う
し
て
あ
な
た
み
た
い
な
子
が
育
つ
の
か
よ
く
わ
か
っ
た
」
と
、
笑
顔

で
言
わ
れ
ま
し
た
。
自
分
も
母
も
、
認
め
て
も
ら
え
た
よ
う
で
と
て
も
嬉

し
く
、
数
十
年
も
前
の
こ
と
な
の
に
、
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。

　
た
っ
た
一
つ
の
言
葉
が
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
に
な
っ
た
り
、
誰

か
の
人
生
を
変
え
る
も
の
に
な
っ
た
り
し
た
と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま

す
。
さ
て
、
私
た
ち
親
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
が
奮
い
立
つ
よ
う
な
、
あ

る
い
は
、
子
ど
も
た
ち
が
心
か
ら
安
心
す
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
言
葉
が
け

が
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。「
う
る
さ
い
」「
早
く
し
な
さ
い
」「
何
言
っ

て
る
の
」「
な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
ば
っ
か
り
す
る
の
」
な
ど
、
そ
ん
な
切

り
捨
て
る
よ
う
な
言
葉
を
か
け
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。『
忙
し
い
』

と
い
う
字
は
、心
が
亡
び
る
と
書
き
ま
す
。
自
分
自
身
に
余
裕
が
な
い
と
、

つ
い
そ
ん
な
言
葉
を
使
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
は
、『
優
し
い
言
葉
は
、

た
と
え
簡
単
な
言
葉
で
も
、
ず
っ
と
ず
っ

と
心
に
こ
だ
ま
す
る
。』
と
言
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
優
し
い
心
は
、
私
た
ち
大

人
の
優
し
い
言
葉
が
育
て
る
こ
と
を
肝
に

命
じ
、
毎
日
の
子
ど
も
と
の
会
話
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。
　

　
十
六
人
の
新
一
年
生
を
迎
え
、
総
勢
五
十
人
の
大
所
帯
で
、

平
成
三
十
一
年
度
の
児
童
ク
ラ
ブ
未
来
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
新
年
度
が
始
っ
て
一
ヶ
月
、
よ
う
や
く
新
し
い
ク
ラ
ス
や

児
童
ク
ラ
ブ
で
の
生
活
に
慣
れ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
。四
月
は
、

家
庭
訪
問
やPTA

な
ど
の
た
め
に
早
帰
り
が
多
く
、
学
年
の

枠
を
超
え
て
、
ハ
ン
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
や
オ
ニ
ム
、
ブ
ロ
ッ
ク

遊
び
や
ま
ま
ご
と
な
ど
、
様
々
な
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　『
み
ん
な
違
っ
て
み
ん
な
良
い
』
と
い
う
考
え
の
も
と
、
異

年
齢
の
良
さ
を
生
か
し
、
互
い
を
認
め
合
い
、
大
切
に
し
な
が

ら
活
動
で
き
る
よ
う
に
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
　（
以
上
、　
ク
ラ
ブ
長
　
高
崎
）

1 年生集団下校 ぽかぽか遠足

お別れ会 入所式

児童クラブ便り　児童クラブ未来
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　（
以
上
、
児
童
支
援
員
　
大
山
）

学
童
新
聞
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12%

63%

25%

十分できている 少しできている できている
少しできていない 全くできていない

   

自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
と
は
？

    

御
所
こ
ど
も
園
・
御
所
風

の
子
こ
ど
も
園
で
は
、
自
己
の

資
質
向
上
に
繋
げ
る
こ
と
を
目

的
に
、
年
に
三
回
『
幼
保
連
携

認
定
こ
ど
も
園
教
育
・
保
育
要

領
』
に
基
づ
い
て
、
保
育
を
振

り
返
り
、
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
評
価
内
容
は
？
　
　

　「
乳
児
」「
満
一
歳
以
上
満
三

歳
未
満
」「
満
三
歳
以
上
」
の

年
齢
区
分
の
基
本
的
事
項
と
関

わ
り
方
に
つ
い
て
の
理
解
度

を
、
五
段
階
で
自
己
評
価
し
ま

し
た
。

　
全
職
員
が
、
全
て
の
年
齢
区

分
の
基
本
的
事
項
を
、
ほ
ぼ
同

率
で
理
解
で
き
て
い
る
と
い
う

結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
年
齢
区
分
の
基
本
的
事
項
と

は
？
（
幼
保
連
携
認
定
こ
ど
も

園
教
育
・
保
育
要
領
よ
り
抜
粋
）

乳
児
期

　
視
覚
や
聴
覚
が
著
し
く
発
達

し
、
特
定
の
大
人
と
の
応
答
的

な
関
わ
り
を
通
し
て
情
緒
的
な

絆
が
形
成
さ
れ
る
。

満
一
歳
以
上
満
三
歳
未
満
　

　
基
本
的
な
運
動
機
能
が
発
達

し
、
排
泄
・
食
事
・
衣
服
の
着

脱
な
ど
の
、
自
立
の
た
め
の
身

体
的
機
能
が
整
う
。

満
三
歳
以
上

　
運
動
機
能
の
発
達
に
よ
り
、

基
本
的
生
活
習
慣
も
ほ
ぼ
自
立

す
る
。

　
年
齢
区
分
に
置
け
る
基
本
的

事
項
に
応
じ
た
保
育
者
の
関
わ

り
方
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
一
人
ひ
と
り
の
特
性
を
生
か

し
な
が
ら
、
そ
の
時
々
の
活
動

の
中
で
子
ど
も
が
心
動
か
さ
れ

る
も
の
を
し
っ
か
り
と
捉
え
、

教
育
・
保
育
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

(

以
上
、
保
育
評
価
グ
ル
ー
プ
）

　
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果

　
今
後
の
方
向
性
は
・
・
・

　
保
育
者
の
関
わ
り
方
は
？

乳
児
期

　
愛
情
豊
か
に
応
答
的
に
関
わ

る
。

満
一
歳
以
上
満
三
歳
未
満
　

　
自
分
で
し
よ
う
と
す
る
気
持

ち
を
尊
重
し
、温
か
く
見
守
る
。

満
三
歳
以
上

　
個
の
成
長
と
集
団
と
し
て
の

活
動
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
。

12%

60%

28% 24%

56%

20%

乳児期 満一歳以上満三歳未満 満三歳以上

セバストガチョウ号　5月号 7



社会福祉法人　清豊福祉会

　 大人は、言葉を使って自らの意思を相手に伝えることができます。しかし、心体的、
発達途中である子どもは、言葉を使って伝えようとするものの、思い通りに伝えられず、
大泣きして訴えたり、相手を噛んだりひっかいたりして自分の気持ちを、表現していま
す。

・自分の思いを伝えたいが、上手く伝えられず、イライラしたとき。
・友だちと関わりを持ちたいが、どのように接してよいのか分からないとき。
・体調が悪いとき。
・友だちと遊んでいるとき、ふざけあっているときに遊びの延長で。
・自分の感情をどのように処理してよいのか分からないとき。

噛みつき・ひっかき

（原因）

（以上、保育教諭　東）

（かみつき・ひっかきが起きたときの対応・予防策）

・傷害部の消毒や流水による冷却など行い、様子をみます。噛みついた子どもやひ
っかいた子どもには「～ちゃん（～くん）痛かったよ」「なにが嫌、だったの？」「～
がしたいんだね」と気持ちを受け止め、なぜいけないかを伝えます。
・スキンシップを積極的に図りましょう。就寝前の絵本の読み聞かせや入浴時に体
を洗うとき等の少しの時間を大切にし、子どもの不安をしっかりと受け止めること
で、安心して過ごせることのできるきっかけを作ることができます。
・「貸して」や「嫌だ」など少しでも、自分の気持ちを伝える言葉や仕草が出てき
たら大いに褒めて、自信につなげられるようにしましょう。また、うまく伝えられ
ない際は、大人が一緒に言うなどして、練習を繰り返すことも大切です。

セバストガチョウ号　5月号8
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保育園だより　 御所季の子保育園

　
新
し
い
ク
ラ
ス
で
の
生
活
が
始
ま
り
、
一
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。
先
生
や
友
だ
ち
に
慣
れ
、
明
る
い
笑
顔
を
み
せ
て
く
れ
ま

す
。
こ
の
時
期
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
緊
張
感
が
と
け
疲

れ
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
ご
家
庭
で
も
、
睡
眠
・
朝
ご

は
ん
を
し
っ
か
り
と
っ
て
、
元
気
に
過
ご
し
て
い
け
る
よ
う
、

ご
配
慮
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

春
の
会
　
（
四
月
一
日)

　
今
年
は
、
一
人
の
新
入
園
児
の
子
ど
も
を
迎
え
、
春
の
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
在
園
児
の
子
ど
も
た
ち
で
園
歌
を
歌
い
、
楽

し
い
会
に
な
り
ま
し
た
。

健
康
だ
よ
り

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
よ
う

■
早
寝
、
早
起
き

　
一
日
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
朝
は
七
時
頃
に
起
き
、
夜
は
九
時

頃
に
は
寝
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
た
ち
に
は
十
分
な
睡
眠
が
必

要
で
す
。
寝
て
い
る
間
に
成
長
ホ
ル
モ
ン
な
ど
の
分
泌
が
多
く
な
り
、
日

中
の
体
の
疲
労
を
回
復
し
ま
す
。

（
以
上
、
主
任
　
永
田
）

■
朝
ご
飯
を
食
べ
る

　
一
日
の
元
気
の
源
は
朝
食
か
ら
で
す
。
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

■
朝
ご
飯
の
後
、
排
便
を
す
る

　
朝
ご
飯
を
し
っ
か
り
と
食
べ
る
と
腸
の
働
き
が
活
発
に
な
り
、
排
便
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
朝
は
余
裕
も
な
く
バ
タ
バ
タ
し
が
ち
で
す
が
、
子
ど

も
の
生
活
リ
ズ
ム
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
も
、
家
族
み
ん
な
で
ゆ
と
り
あ

る
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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給
食
だ
よ
り

食
育
指
導
「
配
膳
の
仕
方
と
三
角
食
べ
」（
四
月
十
八
日
）

　
三
歳
以
上
児
ク
ラ
ス
に
な
る
と
、
給
食
当
番
が
始
ま
り
ま
す
。
器
の
正

し
い
並
べ
方
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
学
び
ま
し
た
。
友
だ
ち
同
士
で
教
え

合
う
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

ク
ッ
キ
ン
グ
「
筍
ご
飯
作
り
」
（
四
月
八
日
）

　
採
れ
た
て
の
新
鮮
な
筍
を
茹
で
て
、
皮
を
む
き
、
切
っ
て
、
筍
ご
飯
を

作
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
何
層
に
も
重
な
っ
た
皮
を
、
不
思
議
そ

う
に
剥
い
て
い
ま
し
た
。
筍
は
と
て
も
柔
ら
か
く
美
味
し
か
っ
た
よ
う
で

す
。

（
以
上
、
栄
養
士
　
坂
元
）

セバストガチョウ号　5月号１０



父
母
会

   
役
員
紹
介

　
桜
の
木
も
花
が
散
り
、
す
っ
か

り
春
の
陽
気
に
な
り
ま
し
た
。

　
四
月
当
初
は
、
新
し
い
環
境
に

不
安
を
感
じ
て
い
た
子
ど
も
た
ち

も
、
す
っ
か
り
慣
れ
て
園
庭
で
体

を
動
か
し
、
笑
い
声
が
園
に
響
い

て
い
ま
す
。
五
月
も
た
く
さ
ん
の

楽
し
い
行
事
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
と
園
生
活
を
楽
し
み
な
が

ら
、
一
日
一
日
を
楽
し
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
満
丸
）

副会長
　　井ノ口さん

父母会長
　　大久保さん

会計
　　藤田さん

４歳児
　　井上さん

５歳児
　　永里さん

４歳児
　　川畑さん

5歳児
　　桑鶴さん

2歳児
　　山田さん

3歳児
　　栗田さん

2歳児
　　下池さん

3 歳児
　　松窪さん

　日頃より父母会活動にご協力頂き、あ
りがとうございます。
　子どもたちが快適な園生活を送り、全
ての行事が楽しい思い出になるよう、努
めていきたいと思います。これからもよ
ろしくお願いします。

1 歳児
　　鮫島さん

1歳児
　　大園さん

Ｇは御所のＧ。Ｋは風の子のＫ。M は季の子、未来のＭ。
ここでは、各施設に関する様々な情報をお送りいたしま
す。
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